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	     2. 研究機関名　　同志社大学　　　　　　　　　　　　　　


3. 研 究 種 目 名    基盤研究 (C)  　   4. 研究期間      平 成  １９ 年 度  ～  平 成 ２２ 年 度
	5. 課　題　番　号
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6. 研 究 課 題 名　　　朝鮮語Web辞典の設計　　　　　　　　　　　　　　　　　
7. 研 究 代 表 者
	研　究　者　番　号
	研 究 代 表 者 名
	所　 属　 部　 局 　名
	職　  名
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8.研究分担者(所属研究機関名については、研究代表者の所属研究機関と異なる場合のみ記入すること。)
	研　究　者　番　号
	研 究 分 担 者 名
	所属研究機関名・部局名
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9. 研究実績の概要(国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、600字～800字で記入。図､ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。)
下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、
　　   交付申請書に記載した「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600字～800字で、できる
　　   だけ分かりやすく記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等
       は記載しないこと。
	1. Web辞典の見出し語総数：4047項目（2008年4月２日現在）

  第１年目の目標である小学館『朝鮮語辞典』の最重要語1350語は全て見出し語として入力できた｡

　用例を付与できた項目は約2000項目である｡
2.見出し語として入力した同形異語は90語である。（2008年4月２日現在）
3. 既存の辞書に見出し語として記載されていない新語と，見出し語にはあっても記述されていない新たな語義解説の

追加を85項目にわたって行った。
4. アルゴリズムによる形態素解析を記述した。扱った文法項目は以下の通りである。
(1) 前処理

　　　1)用言：規則活用(ㄹ語幹と하語幹を含む)のみ。変則活用には未対応。

2)スピーチレベル：格式丁寧体と略式丁寧体に対応。平叙形と疑問形に対応。

3)時制：現在，過去，未来，大過去に対応。

4)助詞：가/이，까지，는/은，도，로/으로，를/을，보다，부터），에，에게，에게서，에서，와/과，의，
한테，한테서
5)語尾：-고, -기, -는, -ㄴ/은, -니까, -ㄹ/을, -아/어, -자

(2) 解析規則の再帰的な適用

　　　1)助詞結合：까지는 에까지, 로써는, ･･･　など
2)語尾＋助詞：　-기까지, ･･･　など
(3) 後処理：　-고 싶(다)
5.公開済みのWeb辞典の延べ利用回数：14117回（2008年４月２日現在）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


※　成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4判縦長横書1枚)を　　添付すること。
10. キーワード
  (1)    朝鮮語　　               (2)  Web辞典                     (3)　　　アルゴリズム　　　　　　　　
  (4)                             (5)                              (6)　　　　　　　　　　　　　　　　　
  (7)                             (8)                                         　 (裏面に続く)
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13. 備考
　※　研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す

ること。
	http://paranse.la.coocan.jp/KJDic/KUDicV48.cgi



